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▲用地協力者・地元大字へ感謝状を贈呈

▲開庁式でのテープカット

（左）行政棟（右）交流棟　　行政棟1階玄関ホール行政棟正面

※新しい住所は、「〒634-0142 明日香村大字橘21番地」 です。

▲来賓からの祝辞
（左）山下知事　（右）山本県議

　令和２年９月から進めてきた建設工事を終え、什器
等の搬入と引越を経て、新庁舎での業務を始めました。

　８日には、森川村長や石田議長らによるテープカッ
トなどの開庁式を正面玄関で行いました。

　１１日には、約８０名をお招きし、交流ホールで開
庁記念式典を執り行いました。村長・議長から挨拶の
後、建設事業経過を報告し、感謝状を贈呈しました。
村長からは、利用者の方々の使いやすさや、災害時な
どの拠点機能を意識的に組み入れたことに触れ、効果
的に使っていける施設としていきたいと述べました。

　改めまして、長きにわたる建設事業にご協力いただ
きました多くの皆様に厚く御礼申し上げます。

役場新庁舎が開庁しました5/8
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▲辻本育広 様 ▲中島孝一 様

○中島孝一氏（大字飛鳥）旭日双光章
　明日香村議会議員として２４年、村消防団
員・団長として４２年の永きにわたり、村政発
展と地域の安心安全確保に尽力いただきまし
た。

○辻本育広氏（大字真弓）瑞宝双光章
　昭和５７年に大阪市消防局へ入庁。警防部司
令課長、平野消防署長、浪速消防署長等を経て、
消防正監として退職。３８年の永きにわたり、
消防業務に尽力されました。

令和５年春の叙勲4/29第４０回
危険業務従事者叙勲4/29

　関西大学千寿会様と関西大学飛鳥史学文学講座振興会様から「ヤマザクラ」と「クロマツ」の２
本の樹木を寄贈いただきました。
　関西大学と明日香村は、２００６年に「地域連携に関する協定」、２０２０年には「学術・文化
交流に関する覚書」を締結し様々な取り組みを行っています。

お二方のご功労に心から敬意を表しますとともに、今後、益々のご健勝とご活躍を祈念します。

新庁舎竣工記念植樹式4/16
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歳　出	 （単位：千円）

特別会計予算及び収支の状況	 （単位：千円）

村債借入及び償還の状況（一般会計）	 （単位：千円）

村有財産の状況

建　物
29,310㎡

土　地
195,483㎡

基　金
4,824,378,283円

歳　入	 （単位：千円）

款 予算現額Ａ 支出済額Ｂ 割合 B/A %

1 議 会 費 61,770 57,198 92.6 

2 総 務 費 2,479,890 808,150 32.6 

3 民 生 費 596,880 517,661 86.7 

4 衛 生 費 313,180 248,438 79.3 

5 農 林 商 工 費 190,460 140,443 73.7 

6 土 木 費 334,880 143,011 42.7 

7 消 防 費 199,660 139,724 70.0 

8 教 育 費 744,390 536,743 72.1 

9 災 害 復 旧 費 3,550 3,222 90.8 

10 公 債 費 296,730 288,612 97.3 

11 諸 支 出 金 802,620 237,481 29.6 

12 予 備 費 10,000 0 0.0 

歳出合計 6,034,010 3,120,683 51.7 

会 計 名
歳入
歳出

予算現額Ａ 収入・支出済額Ｂ 割合 B/A %

1
明 日 香 村
整 備 基 金

歳入
歳出

56,410 
56,314 99.8 

7,058 12.5 

2
高 松 塚 壁 画
館 受 託 事 業

歳入
歳出

8,420 
6,900 81.9 

6,579 78.1 

３
国
民
健
康
保
険

事 業 勘 定
歳入
歳出

878,480 
849,476 96.7 

732,877 83.4 

診 療 施 設
勘 定

歳入
歳出

11,020 
0 0.0 

9,899 89.8 

4
後 期 高 齢 者
医 療

歳入
歳出

123,680 
82,817 67.0 

102,286 82.7 

５
介
護
保
険

保 険 事 業
歳入
歳出

703,270 
529,079 75.2 

591,445 84.1 

介護サービス
事 業 勘 定

歳入
歳出

4,670 
1,842 39.4 

4,223 90.4 

6
飲 料 水 供 給
施 設 事 業

歳入
歳出

15,860 
828 5.2 

4,972 31.3 

7
公 有 地 等
住宅開発事業

歳入
歳出

13,700 
2,116 15.4 

5 0.0 

合　  　計
歳入
歳出

1,815,510 
1,529,372 84.2 

1,459,344 80.4 

借　入　先
令 和 ４ 年 9 月
末 現 在 高

借　入　金
令和４年度（10/1 ～ 3/31）償還額

未償還元金
元　　金 利　　子

財 務 省 理 財 局 2,862,777 49,200 116,427 4,410 2,795,550 
ゆ う ち ょ 銀 行 3,512 451 1 3,061 
か ん ぽ 生 命 保 険 2,133 537 3 1,596 
地方公共団体金融機構 971,001 20,030 3,027 950,971 

計 3,839,423 49,200 137,445 7,441 3,751,178 

歳入歳出外現金会計
	 （単位：千円）

歳 入 歳 出
外 現 金

収入額

214,192

支出額

184,024

款 予算現額Ａ 収入済額Ｂ 割合 B/A %

1 村 税 417,940 399,968 95.7 

2 地 方 譲 与 税 33,730 34,262 101.6 

3 利 子 割 交 付 金 700 299 42.7 

4 配 当 割 交 付 金 3,800 6,386 168.1 

5 株式等譲渡所得割交付金 3,900 4,471 114.6 

6 法人事業税交付金 1,700 4,874 286.7 

7 地方消費税交付金 93,000 113,688 122.2 

8 環境性能割交付金 1,900 4,199 221.0 

9 地 方 特 例 交 付 金 3,400 3,554 104.5 

10 地 方 交 付 税 1,997,000 2,025,333 101.4 

11 分担金及び負担金 26,280 15,577 59.3 

12 使用料及び手数料 11,510 10,750 93.4 

13 国 庫 支 出 金 733,960 501,744 68.4 

14 県 支 出 金 257,200 97,309 37.8 

15 財 産 収 入 5,360 5,894 110.0 

16 寄 附 金 107,100 86,781 81.0 

17 繰 入 金 804,220 477,397 59.4 

18 繰 越 金 293,050 394,992 134.8 

19 諸 収 入 41,660 25,455 61.1 

20 村 債 1,196,600 49,200 4.1 

21 自動車取得税交付金 0 154 ー

歳入合計 6,034,010 4,262,287 70.6 

令和４年度 下半期  財政事情の公表
一般会計予算及び特別会計収支の状況 〈令和５年３月３１日現在〉
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第３回 「飛鳥ハーフマラソン」 を開催します
　開催予定日：令和６年３月1０日（日）

　第３回「飛鳥ハーフマラソン」は、来年３月１０日（日）の開
催を予定しています。前回の反省点を踏まえながら、より素晴
らしい大会となるよう準備を進めます。村民の皆様をはじめ、
店舗・事務所などの皆様には交通規制等で大変ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解ご協力をお願いします。

（交通規制等の詳細は決定次第、順次ご案内します。）

　前回大会へのご意見やアドバイス等は、右記ＱＲコードからご回答ください。
（回答期限：６月３０日（金）まで）

※�読み取りが困難な場合は恐れ入りますが、以下へお電話ください。

飛鳥ハーフマラソン実行委員会事務局（明日香村教育課内）　☎５４－５６２２

　

明
日
香
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

あ
す
か
デ
マ
ン
ド
乗
合
交
通
を
利
用

し
、
ス
ー
パ
ー
ま
で
の
お
出
か
け
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
買
い
物
支
援
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
や
６
月
の
日
程
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。

買い物支援事業のイメージ
自宅

予定時間に
停留所まで移動

あすかデマンド乗合交通で移動

各大字の停留所 スーパー

・�自宅から停留所まで移動が不安
な方はサポートします！

・�希望者は買ったものを自宅まで
一緒にお運びします！

・�時間内は、お好きにお買い物
していただけます！

・�買い物中も付添が必要な方は
ご相談ください！

【行き先】
　吉野ストア（６月９日・６月３０日）
　イズミヤ橿原神宮前店（６月２２日）
【日　程】
　６月　９日（金）１３時３０分～１５時３０分
　６月２２日（木）１３時３０分～１５時３０分
　６月３０日（金）１３時３０分～１５時３０分
　※買い物時間は１時間程度
【申し込み・問い合わせ】
　電話でお申し込みください。
　※定員に達し次第受付終了
　明日香村社会福祉協議会
　☎５４−２７４０

【対象者】
・�あすかデマンド乗合交通の対象者かつ
　７０歳以上の村民及び障がい者
・買い物でお困りの方
【支援内容】
・�あすかデマンド乗合交通の登録、予約代行
・ご自宅から停留所までの付添
・買い物中の見守り
・買い物後の商品の運搬
・その他希望に合わせて対応
【利用料】５００円

買
い
物

買
い
物
へへ

で
か
け
よ
う
！

で
か
け
よ
う
！

シリーズ
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文久の修陵で文武天皇陵とされた野口王墓古墳

　

現
在
、
宮
内
庁
は
文も

ん

武む

天
皇
陵
を
栗く

り

原は
ら

塚つ
か

穴あ
な

古
墳
に
治
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
栗

原
塚
穴
古
墳
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
発

掘
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
内

部
の
様
子
等
の
詳
細
が
不
明
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
現
在
の
治
定
地
に
決
定
さ

れ
る
に
至
る
変
遷
と
栗
原
塚
穴
古
墳
の
実

像
に
迫
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

文
武
天
皇
は
、『
続し

ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』
に
よ
る
と

慶け
い

雲う
ん

４
年
６
月
15
日
に
崩ほ

う

御ぎ
ょ

し
、
同
年
11

月
12
日
に
飛あ

す

鳥か
の

岡お
か

で
火
葬
さ
れ
、
同
月
20

日
に
檜ひ

の

隈く
ま

安あ

古こ
の

岡お
か
の

上へ
の

陵
に
葬
ら
れ
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
に
朝
廷
が
管

理
す
る
陵
墓
の
一
覧
を
記
し
た
『
延え

ん

喜ぎ

式し
き

』

に
は
「
兆ち

ょ
う

域い
き

東
西
三
町
、
南
北
三
町
、
陵

戸
五
烟
」
と
そ
の
範
囲
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
記
録
に
現
れ
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
な
く
な
り
、
次
に
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
な
る
の
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か

ら
で
す
。
江
戸
時
代
に
な
り
、
初
め
て
そ

の
存
在
が
記
さ
れ
た
の
は
元
禄
９
年
に
刊

行
さ
れ
た
松ま

つ

下し
た

見け
ん

林り
ん

に
よ
る
『
前ぜ

ん

王お
う

廟び
ょ
う

陵り
ょ
う

記き

』
で
す
。
そ
こ
で
は
具
体
的
な
古
墳
名

で
は
な
く
、「
平
田
村
に
在
り
」
と
だ
け
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
享き

ょ
う

保ほ
う

21
年
に

刊
行
さ
れ
た
並な

み

河か
わ

誠せ
い

所し
ょ

に
よ
る
『
大や

ま

和と

志し

』

や
文ぶ

ん

政せ
い

12
年
に
刊
行
さ
れ
た
津つ

川が
わ

長な
が

道み
ち

の

『
卯う

の

花は
な

日に
っ

記き

』
等
で
は
中
尾
山
古
墳
を
、
寛か

ん

政せ
い

７
年
に
刊
行
さ
れ
た
本も

と

居お
り

宣の
り

長な
が

の
『
菅す

が

笠が
さ

日に
っ

記き

』
や
嘉か

永え
い

７
年
に
刊
行
さ
れ
た
平ひ

ら

塚つ
か

瓢ひ
ょ
う

斎さ
い

の
『
聖せ

い

跡せ
き

図ず

誌し

』
等
で
は
高
松
塚

古
墳
を
、
嘉
永
元
年
に
刊
行
さ
れ
た
北き

た

浦う
ら

定さ
だ

政ま
さ

の
『
打う

ち

墨す
み

縄な
わ

』
等
で
は
野の

口ぐ
ち

王お
う
の

墓は
か

古

墳
を
候
補
と
し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。
陵
墓

景
観
が
大
き
く
改
変
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
文ぶ

ん

久き
ゅ
う

の
修し

ゅ
う

陵り
ょ
う

で
は
野
口
王
墓
古
墳
と
し

て
い
ま
す
が
、
決
定
的
な
見
解
が
提
示
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
、
明
治
時
代
を
迎

え
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、京
都
の
高こ

う

山ざ
ん

寺じ

で
『
阿あ

不お

幾き

乃の

山さ
ん

陵り
ょ
う

記き

』
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
五ご

条じ
ょ
う

野の

丸ま
る

山や
ま

古
墳
と
さ
れ
て
い
た
天

武
・
持
統
天
皇
陵
を
野
口
王
墓
古
墳
に
治

定
替
え
し
ま
す
。
す
る
と
、
野
口
王
墓
古

墳
に
治
定
さ
れ
て
い
た
文
武
天
皇
陵
も
治

定
替
え
す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
こ

で
明
治
13
年
に
宮
内
省
の
大お

お

澤さ
わ

清す
が

臣お
み

と
大お

お

橋は
し

長な
が

憙お
き

は
『
文
武
天
皇
檜ひ

の

前く
ま

安あ

古こ
の

岡お
か

上の
え

陵み
さ
さ
ぎ

所
在
考
』
を
長
官
で
あ
る
宮く

内な
い

卿き
ょ
う

に
具
申

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
栗
原
塚
穴
古
墳
こ

そ
文
武
天
皇
陵
に
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
明
治
14
年
に
現

在
の
治
定
地
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
ま
で
候
補
と
し
て
あ
が
っ
て

い
な
か
っ
た
栗
原
塚
穴
古
墳
が
な
ぜ
文

武
天
皇
陵
と
し
て
決
定
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
宮
内
省
の
大
澤
と
大
橋
の
師

匠
で
あ
る
谷た

に

森も
り

善よ
し

臣お
み

の
影
響
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
谷
森
は
陵
墓
の
治
定

に
関
し
て
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
人
物

で
す
。
幕
末
に
お
い
て
は
複
数
の
見
解
が

出
さ
れ
る
な
ど
、
な
か
な
か
決
定
で
き
な

か
っ
た
神
武
天
皇
陵
の
確
定
に
も
谷
森
の

意
見
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
谷
森
が
幕
府

に
提
出
し
た
『
山さ

ん

陵り
ょ
う

考こ
う

』
で
は
、
現
在
の

栗
原
塚
穴
古
墳
は
石
室
が
開
口
し
て
い
た

が
、
破
壊
さ
れ
て
畑
に
な
っ
て
い
た
こ
と

や
周
辺
の
地
名
を
「
あ
ん
こ
う
」
と
呼
ぶ

記
録
が
存
在
し
た
こ
と
等
か
ら
有
力
な
候

補
地
と
し
て
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
谷

森
の
『
山
陵
考
』
の
見
解
に
基
づ
き
、
大

澤
と
大
橋
は
栗
原
塚
穴
古
墳
を
文
武
天
皇

陵
の
候
補
地
と
し
て
具
申
し
、
最
終
的
に

こ
れ
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

す
。

　

さ
ら
に
文
久
の
修
陵
段
階
で
は
野
口
王

墓
古
墳
と
し
て
治
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
文
久
の
修
陵
か
ら
明
治
４
年
ま
で
の

間
に
野
口
王
墓
古
墳
か
ら
高
松
塚
古
墳
へ

治
定
替
え
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
別
の
史
料

か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
に
つ

い
て
は
詳
細
が
わ
か
る
史
料
が
残
っ
て
お

ら
ず
、
ど
の
段
階
で
誰
の
意
向
に
基
づ
き

治
定
替
え
さ
れ
た
か
は
不
明
な
ま
ま
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
文
武
天
皇
陵
の
治
定
に
つ

い
て
は
度
重
な
る
治
定
替
え
が
あ
る
な

ど
、
数
奇
な
変
遷
を
経
て
、
栗
原
塚
穴
古

墳
に
決
定
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

（
明
日
香
村
教
育
委
員
会
文
化
財
課
）

幕
末
・
維
新
期
の
文
武
天
皇
陵
（
上
）

幕
末
・
維
新
期
の
文
武
天
皇
陵
（
上
）

　

今
回
は
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
文
武
天
皇
陵
の
実
像
に
つ
い
て
、

２
か
月
連
続
で
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ
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世
界
遺
産
講
座

世
界
遺
産
講
座

世
界
遺
産
講
座

世
界
遺
産
講
座

世
界
遺
産
講
座

　

普
段
生
活
し
て
い
る
と
、
家
電
や
家

具
が
壊
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
何
の
役
に

も
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
壊
れ
た

際
は
所
有
者
が
す
ぐ
に
修
理
し
、
使
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
修
理

は
自
ら
行
う
場
合
も
あ
れ
ば
、
専
門
業

者
に
依
頼
す
る
場
合
も
あ
る
な
ど
、
壊

れ
て
い
る
具
合
に
も
よ
る
か
と
思
い
ま

す
。
世
界
遺
産
も
根
幹
と
し
て
は
こ
れ

と
同
じ
で
、
資
産
に
何
か
あ
っ
た
場
合
、

保
有
国
は
す
ぐ
に
対
処
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
の
日
常
で
は
こ
れ
を

計
画
立
て
て
管
理
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
世
界
遺
産
の
場
合
は
管
理
の

規
模
が
極
め
て
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、

登
録
前
に
適
切
な
管
理
計
画
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
世
界
遺
産

に
つ
い
て
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
管
理
す

る
か
を
示
し
た
包
括
的
保
存
管
理
計
画

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

包
括
的
保
存
管
理
計
画
は
い
わ
ゆ
る

「
作
業
指
針
」
に
お
い
て
、
顕
著
な
普
遍

的
価
値
を
適
切
に
保
存
管
理
し
て
い
く

た
め
に
、
そ
の
保
存
管
理
の
内
容
を
明

確
に
示
す
も
の
と
し
て
策
定
が
必
須
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
顕
著

な
普
遍
的
価
値
を
記
載
し
た
推
薦
書
と

は
別
に
保
存
管
理
に
つ
い
て
記
載
し
た

計
画
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
。
世
界

遺
産
は
世
界
各
国
で
登
録
さ
れ
て
お
り
、

資
産
の
タ
イ
プ
や
特
性
、
そ
の
資
産
が

置
か
れ
て
い
る
文
化
的
・
自
然
的
環
境

も
千
差
万
別
で
あ
り
、
一
概
に
適
切
な

管
理
が
必
要
と
言
っ
て
も
国
に
よ
り
大

き
く
異
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
作
業

指
針
」
で
は
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
共
通
的
な
要
素
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
の
登
録
を
審
議
す
る
イ
コ
モ

ス
及
び
世
界
遺
産
委
員
会
で
は
推
薦
書

と
と
も
に
こ
の
包
括
的
保
存
管
理
計
画

に
つ
い
て
も
審
査
の
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
は
保
存
管
理
の
基
本
方

針
や
緩か
ん

衝し
ょ
う

地
帯
も
含
め
た
一
体
的
な
保

全
、
そ
の
公
開
と
活
用
の
推
進
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
実
施
等
で
す
。
保
存
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
後
世
に
守
り

伝
え
て
い
く
機
運
を
醸じ
ょ
う

成せ
い

す
る
た
め
の

公
開
と
活
用
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
世
界
遺
産
は
資
産
が
単
体
で

は
な
く
複
数
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
場

合
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
れ
ら
を
効
率
的

か
つ
適
切
に
管
理
す
る
上
で
も
包
括
的

保
存
管
理
計
画
の
存
在
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
日
本
の
場
合
、
世
界
遺
産

の
構
成
資
産
と
す
る
に
は
文
化
財
保
護

法
に
よ
る
史
跡
等
に
よ
り
保
護
措
置
が

担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
須
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
史
跡
等
の
指
定
は
、

個
別
に
保
存
管
理
す
る
た
め
の
計
画
に

基
づ
き
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
の
資

産
に
つ
い
て
は
文
化
遺
産
の
場
合
、
そ

れ
ぞ
れ
の
構
成
資
産
に
個
別
の
保
存
管

理
計
画
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
個
別

管
理
計
画
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
緩

衝
地
帯
等
の
保
存
も
視
野
に
入
れ
た
の

が
包
括
的
保
存
管
理
計
画
で
す
。
特
に

日
本
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
推
薦
事
例

に
お
い
て
、
史
跡
を
含
む
史
跡
名
勝
天

然
記
念
物
だ
け
で
は
な
く
、
国
宝
・
重

要
文
化
財
、
重
要
文
化
的
景
観
、
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
等
の
様
々

な
文
化
財
が
要
素
と
し
て
含
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
個
々
の
構
成
資
産
を

つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
周
囲
の
景

観
等
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
出
て
き
ま

す
。
構
成
資
産
の
相
互
の
関
係
を
明
確

に
し
た
上
で
一
体
的
な
保
全
の
た
め
の

体
制
等
を
記
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
包
括
的
保
存
管
理
計
画

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
世
界

遺
産
が
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

世
界
に
誇
る
べ
き
重
要
な
価
値
が
あ
る

資
産
で
も
、
そ
れ
を
守
る
た
め
の
体
制

が
整
っ
て
い
け
れ
ば
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

世
界
遺
産
が
人
類
共
通
の
遺
産
を
将
来

に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た

よ
う
に
、
遺
産
を
守
る
こ
と
が
最
重
要

で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え

ま
す
。

（
明
日
香
村
総
合
政
策
課
）

包
括
的
保
存
管
理
計
画
と
は

包
括
的
保
存
管
理
計
画
と
は

第
17
講

　

世
界
遺
産
講
座
第
17
講
で
は
、
顕
著
な
普
遍
的
価
値
と
と
も
に
重

要
な
包
括
的
保
存
管
理
計
画
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ
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火・水曜日も
みらいっ子ルームを
開放します。

　時間が合わず、み
らいっ子ルームに遊
びに来られなかった
方もぜひ、遊びに来
てください。
　日程や内容は子育
て支援アプリ「あす
かっこ」で確認でき
ます。

●６月１６日（金）アミィクラブ
　明日香保育園にて開催します。
【対象】�０歳から就園前のお子さんとその保護者
【時間】１０時～１１時３０分
【場所】明日香保育園（要予約☎５４－４１３８）
【内容】誕生会・乳児のむし歯予防教室

●季節の製作（１日） 
梅雨の製作を行います。
●戸外あそび（２日） 
おさんぽに出かけます。
●絵本の日（５日）
絵本の読み聞かせボランティアさんにお越しいただ
きます。
●ママのリフレッシュDAY（５日）
クラフトテープを使って、カゴを作ります。参加希
望の方は下記まで申込をお願いします。
●らっこ教室（９日） 
歯のお話・ふれあいあそび
●体をつかってあそぼう（１５日） 
ボールであそびます。
●くまさんといっしょくらぶ 
（①グループ１９日・②グループ２２日）　 
体を動かしてあそびます。
●体をつかってあそぼう（２３日） 
音楽に合わせて体を動かします。
●さわってあそぼう（２９日） 
スズランテープを使ってあそびます。
●戸外あそび（３０日） 
どろんこあそび
※��教室の時間は１０時から１１時３０分です。
　教室の詳しい内容、持ち物等は子育て支援アプリ
「あすかっこ！」でご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 AM 休 AM 休 9 107 8 PM 休

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

閉室日：■■

○�家庭での育児不安や悩みなど、幅広く相談できます。
○�保育園の園庭を開放しています。
○�保護者の用事等の際、一時的にお子さんをお預かり

する「一時預かり」を行っています。
○�月１回保育士が子育て相談や季節の遊びを実施して

います。
【日時】毎週月曜日～金曜日／１０時～１６時
【場所】明日香保育園（明日香村大字飛鳥４６９）
【問い合わせ】子育て支援センター事務局（明日香保育園）
　　　　　　　☎５４－４１３８
※�状況により、教室が中止になる場合があります。ご

了承ください。

【申し込み・問い合わせ】明日香村大字橘２１　明日香村子育て世代包括支援センター　☎５４－５５５０

みらいっ子ルーム開所時間
（月・木・金曜日）
午前の部	 ９時～１２時３０分
午後の部	 １５時～１６時３０分

（火・水曜日）	 ９時～１６時３０分
【場所】明日香幼稚園内

　幼小中一貫教育が本格的にスタートして１１年目に入りました。
　昨年度１１月に実施した「第３回実践発表会」を一区切りに、“これからの１０年”の取組について、「成果」・

「課題」と「今子どもたちに求められている力」の２つを大切にしながら検討を進めてきました。

＝　成　果　＝
●郷土明日香について語れる子が育っている。
●英語の力がついてきた。
●思いや考えを、表現豊かに書く子が増えた。

＝　課　題　＝
●算数・数学を苦手とする子が多い。　
●長文の文章を、正確に読み解く子が少ない。
●積極的に発言する子が少ない。

＝　これからの１０年　＝
“１５才の自立”を育む一貫教育　　

～「問題解決能力」の向上～

・テーマ「“１５才の自立”を育む一貫教育」を継続
・研究課題として『「問題解決能力」の向上』を設定
・「主体的に問題解決できる子ども」を目標に
・基礎となる「算数・数学の力」と「長文の読解力」の育成へ

子育て支援センターに行ってみよう！子育て支援センターに行ってみよう！

子育てカレンダー

６月

明日香村幼小中一貫教育 「これからの１０年」明日香村幼小中一貫教育 「これからの１０年」

シリーズ・子育て

幼 小 中幼 小 中 一貫教育推進だより一貫教育推進だより 130130
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＜営業時間＞
１０時～

最終受付　２０時３０分
閉　　館　２１時　　　

※ 詳細は犬養万葉記念館までお問い合わせください

６月 １日（木）みんなで歌おう懐かしの歌　11時～正午　参加費：500円
６月１１日（日）さわらび講演会②　飛鳥弘文・飛鳥坐神社宮司　13時～　参加費：1,000円（要予約）

会場：健康福祉センターたちばな かんなびホール
６月１８日（日）岡本三千代の万葉ゼミ　13時～15時　参加費：1,000円（要予約）

　明日香村在住の書家、鈴木葩光さん揮毫の歌碑で、飛鳥古京を守る会が平成24
年に橘寺境内に建てました。「橘の寺の長屋に私が連れ込んで寝た童女放り（髪
型で年格好を示していて、14、5歳の少女）はもう一人前に髪を結い上げただろ
うか」という意味深な歌です。『万葉集』が編纂された時もおかしいと思ったの
でしょう。歌の後ろに注が付いています。「そもそも寺院の建物は俗世間の人が
寝るべき所ではないし、第４句と第５句の使い方がちょっと…」と、歌を作り直
したようです。
　橘の　照れる長屋に　吾率宿し　童女放髪に　髪あげつらむか（巻16・3823）
　橘を植物に見立て、テラノをテレルという音のよく似た語に置き換えています。

明日香村橘
橘寺境内（収蔵庫横）

ゐ ね

うなゐ
橘の　寺の長屋に　吾率宿し

童女放髪は　髪あげつらむか
巻１6・3822　作者未詳

わが

はなり

６月の予定

● 明日香村の万葉歌碑を歩く㉗

あすかゆったり

イベントカレンダー

●健康マージャン教室
　毎月第１・３水曜日　９時～正午
　全く知らない方でも講師がゆっくりと分かりやすく解
説してくれますので安心です。

●楽しょ教室
　毎月第１・３水曜日　９時～正午
　うまく書くのではなく想像し楽しみながら創り上げて
いく脳トレ書道です。

●定期更新／新規受付
　６月２７日（火）～６月３０日（金）　　
　高齢者３，０００円／大人５，０００円

● cafe　きとら　
＊営業時間＊
　１０時３０分～１６時（ラストオーダー１５時３０分）

●�ほぐし屋　楽楽
　施術可能日は、ほぐし屋楽楽掲示板およびセンター受
付までお尋ねください。

　入れ墨・タトゥーのある方、泥酔の方のご入浴は固く
お断りします。

明日香村健康福祉センターたちばな
明日香村大字立部７４５番地　☎５４ｰ５３３０

●今月は２５日が「風呂の日」　
　当日券でご入浴のお客様に無料券進呈！
　回数券ご購入のお客様には２枚進呈！

＊女湯限定白湯＊
●６月４日（日） 乳頭の湯　
　美肌効果があり、肌トラブルに効果が
あります。また、じっくり身体を温める
効果もあり、痛みの緩和効果があります。

●６月１８日（日）健美泉
　香り豊かな薬湯でじっくり身体を温め血行促進の効果
があり痛みをやわらげます。

太子の湯 火 水 木 金 土 日 月さらら 大海人
男 女 1 2 3 4 5
女 男 6 7 8 9 10 11 12
男 女 13 14 15 16 17 18 19
女 男 20 21 22 23 24 25 26
男 女 27 28 29 30

休館日：■■

公民館だより
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☆飛鳥史学文学講座
【日時】６月１１日（日）１３時～１５時
【場所】明日香村中央公民館　１階　ホール
【講師】作家・関西大学客員教授・玉岡かおる　先生
【内容】万葉人と大海原Ⅱ　―大和から海のかなたへ―
　※明日香村在住の方、関西大学学生、本講座に興味のある中高生は受講料無料です。
　　明日香村の皆様のご受講を、心からお待ちしています。
【問い合わせ】関西大学教育後援会　☎０６－６３６８－００５５

明日香村図書室だより 

・
買
い
物
も　

就
職
だ
っ
て　

指
タ
ッ
チ

　
「
そ
れ
」
過
去
に
な
る　

世
界
が
見
た
い

	

寶
藏　

八
重
子

・
風
光
る　

火
鉢
の
中
の　

メ
ダ
カ
た
ち

　

水み
な

面も

ゆ
っ
た
り　

春
の
ひ
と
日
を　

	

脇
田　

智
子

・
散
り
果
て
た　

桜
並
木
を　

潜
り
ゆ
く

　

芽
吹
き
ざ
わ
め
く　

時
の
さ
な
か
を

	

奥　

ま
さ
み

・
指
折
り
て　

数
え
し
先
に　

蠅は
え

止
ま
り

　

動
く
だ
に
せ
ず　

ス
ト
ー
ブ
の
部
屋

	

立
見　

千
代
子

・
曾
孫
初　

誕
生
日
成
り
ぬ　

三
月
は

　

親
子
三
人
を　

絵
に
し
て
送
り
ぬ

	

吉
田　

清
子

・
吉
野
へ
と　

走
る
電
車
は　

桜
号

　

満
開
の
花
に　

人
ら
湧
き
立
つ
	

森
田　

幸
子

・
孫
娘　

看
護
師
の
道　

あ
ゆ
ま
ん
と

　

吾
に
語
り
ぬ　

け
な
げ
な
心
に

	

松
本　

義
夫

・
白
雲
に　

心
あ
そ
ば
せ　

一
人
居
の

　

き
ま
ま
な
刻と
き

な
れ　

睡
魔
お
そ
ひ
来

	

馬
場　

し
づ
子

・
大
谷
も　

ダ
ル
や
佐
々
木
も　

輝
け
る

　

野
球
小
僧
の　

目
と
な
っ
て
い
る

	

西
村　

道
子

公民館からのお知らせ 問い合わせ：明日香村中央公民館　☎５４ｰ３６３６

【一般書】新着図書案内 【児童書】雨を楽しむ絵本

本・ＤＶＤのリクエスト受付中
　図書室設置のリクエストＢＯＸとメールからリ
クエストお待ちしています。
※�ご希望に沿えない場合があります。ご了承くだ

さい。
　メールアドレス：asuka_library@yahoo.co.jp

明日香村図書室
明日香村大字川原９１番地の３

（公民館向かい２階）
☎５４－４４３０／開館時間：９時～１７時

※�正午から１３時の間は図書室を閉室します。
　この時間内の返却はポストにお願いします。
　（ＤＶＤは不可）

『風の値段』	 堂場瞬一　小学館
『ますますつぶやき養生』	 櫻井大典　幻冬舎
『未だ行ならず（上・下）』
	 佐伯泰英　文藝春秋
『クロコダイル・ティアーズ』
	 雫井修介　文藝春秋
『寝たままペタ腹股関節ほぐし』
	 Naoko主婦の友社
『すこやかなほうへ今とこれからの暮らし方』
	 小川奈緒　集英社
『ポチパパ流　犬のしつけ大全』
	 北村紋義　KADOKAWA

『かさ』	 松野正子　福音館書店
『かさをわすれたひ』	 にしむらりさ　文芸社
『バムとケロのにちようび』
	 島田ゆか　文渓社
『カッパちゃぷちゃぷ』
	 おぐまこうじ　くもん出版
『はっぱのおうち』	 征矢清　福音館書店
『チリとチリリ　あめのひのおはなし』
	 どいかや　アリス
『だんまりうさぎときいろいかさ』
	 安房直子　偕成社

短
歌
短
歌

公民館だより
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認
知
症
予
防
教
室

　

今
月
の
教
室
は
、「
ユ
ニ
ー
ク
し
り
と

り
」
で
す
。
参
加
者
同
士
で
自
由
な
発

想
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
脳
を
活
性
化

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

※�「
ユ
ニ
ー
ク
し
り
と
り
」
と
は
、
ほ
か

の
参
加
者
が
誰
も
考
え
な
い
よ
う
な

言
葉
で
し
り
と
り
を
し
て
い
く
ゲ
ー

ム
で
す
。

　

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

65
歳
以
上
で
明
日
香
村
在
住
の
方

【
日
時
】

　

６
月
23
日
（
金
）

　

14
時
～
15
時

【
申
込
期
限
】

　

６
月
19
日
（
月
）
ま
で

【
参
加
費
】

　

無
料

【
場
所
】

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　

会
議
室
１
・
２

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

明
日
香
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
５
４–

２
７
４
０

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

拠
点
活
動

　

活
動
量
計
の
貸
出
を
希
望
す
る
方
は

活
動
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

・
開
催
時
間
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
（
午
前
中
の
み
の
開
催
）

・�

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

今
年
度
１
回
目
の
参
加
時
に
ポ
イ
ン

ト
を
０
に
戻
す
処
理
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】

　

６
月
８
日
（
木
）、
６
月
21
日
（
水
）

　

９
時
45
分
～
11
時
45
分

【
内
容
】

・
お
で
か
け
健
康
法
の
紹
介

・
活
動
量
計
の
貸
出
・
診
断
・
返
却

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　

血
圧
測
定
、
体
組
成
測
定
（
体
脂
肪

や
筋
肉
量
な
ど
）

【
場
所
】　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
利
用
料
金
】　

無
料

【
お
知
ら
せ
】

　

参
加
で
健
康
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
ま

す
。
健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
作
っ
て
、

ポ
イ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
貯
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

健
康
づ
く
り
課

　

☎
５
４–

５
５
５
０

個
別
健
康
相
談

　

健
診
の
結
果
や
、
日
頃
の
運
動
・
食

事
な
ど
の
生
活
習
慣
で
気
に
な
る
こ
と

を
相
談
で
き
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
の

方
は
、
電
話
等
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

６
月
８
日
（
木
）、
６
月
21
日
（
水
）

・
一
人
（
一
組
）
30
～
40
分
程
度

・�
い
ず
れ
も
９
時
30
分
か
ら
15
時
30
分

（
要
予
約
）

【
内
容
】

　

専
門
職
（
管
理
栄
養
士
・
健
康
運
動

指
導
士
等
）
に
よ
る
指
導
・
相
談

　

個
別
に
生
活
習
慣
の
改
善
方
法
を
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
場
所
】

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
利
用
料
金
】

　

無
料

【
注
意
事
項
】

　

訪
問
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

健
康
づ
く
り
課　

　

☎
５
４–

５
５
５
０

野
焼
き
に
よ
る
火
災
が

多
発
し
て
い
ま
す

　

風
の
強
い
日
な
ど
は
火
が
周
囲
に
燃

え
広
が
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
火

の
取
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

【
焼
却
前
の
注
意
事
項
】

・
家
庭
ご
み
は
燃
や
さ
な
い
。

・�

周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
が
な
い
か
確

認
。

・
風
の
強
い
と
き
は
焼
却
を
控
え
る
。

・�

水
バ
ケ
ツ
や
水
道
ホ
ー
ス
な
ど
消
火

の
準
備
を
す
る
。

・
事
前
に
消
防
署
へ
届
出
・
連
絡
す
る
。

【
焼
却
中
の
注
意
事
項
】

・�

少
し
ず
つ
燃
や
し
、
周
囲
に
燃
え
広

が
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

・
焼
却
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

・�

風
が
強
く
な
っ
て
き
た
ら
す
ぐ
に
消

火
す
る
。

・
水
を
か
け
て
確
実
に
消
火
す
る
。

・
複
数
人
数
で
焼
却
す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】　　
　

　

高
市
消
防
署　

　

☎
５
２–

４
４
９
９

健　康
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低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

　

食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
影

響
を
特
に
受
け
る
低
所
得
の
子
育
て
世

帯
（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
）
に
対
し
、
特

別
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
の
支
援
と

し
て
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円
を
支
給

し
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】

《
申
請
不
要
の
方
》

①�

令
和
４
年
度
中
に
実
施
し
た
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
（
前
回

の
給
付
金
）
の
支
給
対
象
で
あ
っ
た

方
。

※�

申
請
の
要
否
に
関
わ
ら
ず
、
前
回
の

給
付
金
を
受
け
取
っ
た
方
、
ま
た
は

受
取
を
拒
否
し
た
方
。

《
申
請
が
必
要
な
方
》

②�

令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
で
18
歳
未

満
の
児
童
（
障
害
児
の
場
合
20
歳
未

満
）
を
養
育
す
る
方
で
あ
っ
て
、
令

和
５
年
１
月
１
日
以
降
の
収
入
が
急

変
し
、
住
民
税
非
課
税
相
当
の
収
入

と
な
っ
た
方
。

※�

令
和
６
年
２
月
末
ま
で
に
生
ま
れ
た

新
生
児
等
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
申
請
期
間
】

　

令
和
６
年
２
月
29
日
（
木
）
ま
で

※�

申
請
書
類
等
は
住
民
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
支
給
時
期
】

・
①
に
該
当
す
る
方

　

令
和
５
年
５
月
下
旬
頃
に
支
給
通
知

書
を
送
付
し
て
か
ら
、
児
童
手
当
ま
た

は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

・
②
に
該
当
す
る
方

　

申
請
後
、
認
定
時
に
送
付
す
る
支
給

通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

住
民
課　

☎
５
４–

２
２
８
２

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
や
人
権
普

及
活
動
を
行
う
民
間
の
方
々
で
す
。

　

同
委
員
制
度
は
、
人
権
思
想
を
広
め
、

地
域
の
中
で
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
配
慮
し
て
人
権
を
擁
護
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か
ら
創
設
さ
れ

た
、
諸
外
国
に
例
を
見
な
い
制
度
で
す
。

現
在
、
約
１
４
，
０
０
０
人
が
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
全
国
の
各
市
町
村

に
配
置
さ
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

右
記
法
が
昭
和
24
年
６
月
１
日
に
施
行

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
毎
年
６
月

１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
が
あ
れ
ば
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
無
料
特
設
相
談

【
日
時
】　

６
月
１
日
（
木
）
13
時
～
15
時

【
場
所
】　

中
央
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
】

　

住
民
課　

☎
５
４–

２
２
８
２

※�

通
常
の
相
談
日
は
毎
月
第
２
木
曜
日

で
、
時
間
・
場
所
は
同
じ
で
す
。

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
電
話
で
お
客

様
の
年
金
受
給
額
や
同
居
人
の
有
無
、

預
貯
金
口
座
番
号
な
ど
を
お
聞
き
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
を
誘
導
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

不
審
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
場

で
回
答
せ
ず
に
、
相
手
の
言
う
電
話
番

号
で
は
な
く
必
ず
年
金
事
務
所
の
代
表

電
話
に
か
け
直
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

桜
井
年
金
事
務
所

　

☎
４
２–

０
０
３
３

年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際
は

ぜ
ひ
ご
予
約
を

　

全
国
の
年
金
事
務
所
で
は
、
待
ち
時

間
の
少
な
い
事
前
予
約
を
行
っ
て
い
ま

す
。

※
１
ヶ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
受
付

※�

申
込
時
は
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る

も
の
（
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
）

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

・
全
国
共
通
予
約
専
用
受
付
電
話

　

☎
０
５
７
０–

０
５–

４
８
９
０

　

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

・
桜
井
年
金
事
務
所
予
約
受
付
専
用

　

☎
４
６–

０
９
７
８

　

平
日
８
時
30
分
～
17
時

お知らせ
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① ② ③

入居した年月 平成２１年から
平成２６年３月まで

平成２６年４月から
令和３年１２月３１日まで

（※１）

令和４年１月から
令和７年１２月まで

（※２）（※３）

控除限度額
所得税の

課税総所得金額×５％
（最高９７，５００円）

所得税の
課税総所得金額×７％

（最高１３６，５００円）

所得税の
課税総所得金額×５％
（最高９７，５００円）

（※１）�住宅の対価の額または費用に含まれる消費税の税率が８％または１０％の場合に限ります。
（※２）�令和４年中に入居した方のうち、住宅の対価の額または費用の額に含まれる消費税等の税

率が１０％かつ一定期間内に住宅の取得等に係る契約を締結した場合は、（※１）の条件を
満たす場合の控除限度額と同じになります。

（※３）�令和６年以降に建築確認を受けた新築住宅については、省エネ基準への適合が要件です。

個
人
住
民
税
の
税
制
改
正

（
令
和
５
年
度
～
）

①
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
期
間
延
長
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
12

月
31
日
ま
で
に
入
居
し
た
方
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

※
控
除
期
間

・�

認
定
住
宅
ま
た
は
一
定
の
省
エ
ネ
基
準
を

満
た
す
新
築
住
宅

　

令
和
４
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で
に
入
居
し

た
場
合
は
13
年
間

・
そ
の
他
の
新
築
住
宅

　

令
和
４
年
・
令
和
５
年
に
入
居
し
た
場
合

は
13
年
間
、
令
和
６
年
・
令
和
７
年
に
入
居

し
た
場
合
は
10
年
間

・
既
存
住
宅
の
取
得
／
増
改
築
等

　

令
和
４
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で
に
入
居
し

た
場
合
は
10
年
間

②
未
成
年
者
の
村
県
民
税
非
課
税
条
件

　

民
法
の
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、

賦
課
期
日
（
１
月
１
日
）
時
点
で
18
歳
ま
た

は
19
歳
の
方
は
、
村
県
民
の
課
税
判
定
に
お

い
て
未
成
年
者
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

※�

前
年
中
の
合
計
所
得
が
１
３
５
万
円
以
下

の
場
合
は
非
課
税
。

※�

婚
姻
し
て
い
る
場
合
は
民
法
上
成
年
者
と

し
て
み
な
さ
れ
る
た
め
、
18
歳
未
満
の
場

合
で
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
未
成
年
者
の
対
象
年
齢

　

18
歳
未
満
（
令
和
５
年
度
の
場
合
、
平
成

17
年
１
月
３
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）

③�

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
適
用

期
限
の
延
長

　

特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を
支
払
っ

た
場
合
の
医
療
費
控
除
の
特
例
（
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）
に
つ
い
て
、
適
用

期
間
が
５
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

【
村
県
民
税
第
一
期
納
期
限
】

　

６
月
30
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

住
民
課　

　

☎
５
４–

２
２
８
２

消
費
生
活
相
談
か
ら

サ
ン
プ
ル
の
は
ず
が

意
図
せ
ぬ
定
期
購
入
に

《
事
例
》

　

新
聞
の
折
込
広
告
で
通
常
の
半
額

の
「
拡
大
鏡
」
を
見
つ
け
、
販
売
業

者
に
注
文
の
電
話
を
し
た
。
そ
の
際

「
目
に
良
い
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
サ
ン
プ

ル
を
送
る
」
と
言
わ
れ
た
。
後
日
拡

大
鏡
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
届
い
た
が
、

同
封
の
「
明
細
書
兼
請
求
書
」
に
は
、

拡
大
鏡
が
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」、
サ
プ
リ

メ
ン
ト
が
約
３
千
円
と
記
載
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
後
２
カ
月
連
続
、
同
じ

サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
届
い
た
の
で
、
お

か
し
い
と
思
い
「
明
細
書
兼
請
求
書
」

を
改
め
て
確
認
す
る
と
「
１
年
定
期
」

と
記
載
が
あ
っ
た
。
注
文
し
た
覚
え

は
な
い
。	

（
80
歳
代
）

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

●�

新
聞
広
告
の
通
販
や
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
の
電
話
注
文
時
に
、
別

の
商
品
や
サ
ン
プ
ル
等
を
勧
め
ら
れ

承
諾
し
た
と
こ
ろ
、
そ
ち
ら
が
主
契

約
の
定
期
購
入
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●�

た
と
え
サ
ン
プ
ル
で
あ
っ
て
も
注
文

品
以
外
の
も
の
を
勧
め
ら
れ
た
ら
、

興
味
が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
り
、

興
味
を
持
っ
た
場
合
も
、
定
期
購
入

に
な
っ
て
い
な
い
か
等
の
詳
細
を
確

認
し
、
説
明
が
理
解
で
き
な
け
れ
ば

断
り
ま
し
ょ
う
。

●�

商
品
到
着
後
は
、
明
細
書
な
ど
で
定

期
購
入
契
約
に
な
っ
て
い
な
い
か
確

認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
意
図
せ

ず
定
期
購
入
に
な
っ
て
い
た
ら
、
す

ぐ
に
販
売
業
者
に
申
し
込
ん
で
い
な

い
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

●�

困
っ
た
と
き
は
、
明
日
香
村
消
費
生

活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
時
】

　

毎
週
火
曜
日
／
13
時
～
16
時

　
（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
。）　

【
場
所
】

　

中
央
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
】

　

明
日
香
村
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

☎
５
４–

２
２
８
２

　

相
談
日
時
以
外
で
お
急
ぎ
の
方
は
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
へ

　

☎
１
８
８

＊�

奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
つ

な
が
り
ま
す
。
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・�

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
、
利
用
者
が
自

ら
携
行
缶
等
へ
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

高
市
消
防
署

　

☎
５
２–

４
４
９
９

女
性
消
防
団
が

単
身
高
齢
世
帯
を
訪
問
し
ま
す

　

近
年
の
住
宅
火
災
で
は
、
死
傷
者
等

の
半
数
以
上
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と

い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
高
齢

化
が
進
む
に
つ
れ
て
更
な
る
増
加
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
火
訪
問
で
は
火
気
の
取
扱
い
状
況

の
確
認
や
指
導
、防
火
相
談
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
訪
問
日
】

　

６
月
19
日
（
月
）

　

９
時
か
ら
15
時
頃
ま
で

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
・
内
容

変
更
等
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
訪
問
対
象
】

　

高
市
地
区
の
独
居
・
高
齢
者
世
帯
を

主
体
的
に
訪
問
し
ま
す
。

※�

そ
の
他
地
区
に
つ
い
て
も
訪
問
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
財
政
課　

　

☎
５
４–

２
０
０
１

吉
野
川
分
水
の

通
水
が
は
じ
ま
り
ま
す

①�

吉
野
川
分
水
施
設
の
用
水
路
・
樋
門

（
ひ
も
ん
）・
ゲ
ー
ト
等
の
農
業
用
水

利
施
設
に
む
や
み
に
近
づ
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

②�

水
路
内
へ
汚
物
、
木
片
、
石
、
ゴ
ミ
、

草
等
を
投
げ
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③�

村
内
の
河
川
（
飛
鳥
川
、
百
貫
川
、

戒
外
川
、
中
の
川
、
高
取
川
、
平
田

川
、
桧
前
川
等
）
は
急
激
な
流
量
の

増
減
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
水
遊

び
、
水
泳
、
魚
釣
り
、
土
木
工
事
等

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

大
和
平
野
土
地
改
良
区

　

☎
２
２–

２
０
５
２

６
／
４
か
ら
１
週
間
は

「
危
険
物
安
全
週
間
」
で
す

【
推
進
標
語
】

　

意
志
つ
な
ぐ

　
　
　

連
携
プ
レ
ー
で　

事
故
防
ぐ

・�

危
険
物
か
ら
の
災
害
を
な
く
す
た
め
、

貯
蔵
・
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・�

ガ
ソ
リ
ン
保
管
時
は
、
消
防
法
の
規

格
に
適
合
し
た
金
属
性
容
器
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

車
座
集
会
（
明
日
香
座
）

を
開
催
し
ま
す
！

　

村
政
へ
の
意
見
や
提
案
を
い
た
だ

く
た
め
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

【
開
催
日
時
】

■
第
４
回

《
日
時
》
６
月
３
日
（
土
）　

19
時

《
場
所
》
明
日
香
村
役
場
交
流
ホ
ー
ル

《
対
象
大
字
》

　

祝
戸
・
阪
田
・
入
谷
・
栢
森
・
稲

渕
・
上
居
・
細
川
・
上
・
尾
曽
・
冬
野
・

畑■
第
５
回

《
日
時
》
６
月
10
日
（
土
）　

19
時

《
場
所
》
明
日
香
村
役
場
交
流
ホ
ー
ル

《
対
象
大
字
》

　

豊
浦
・
雷
・
小
山
・
奥
山
・
飛
鳥
・

八
釣
・
東
山
・
小
原

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
合
政
策
課　

　

☎
５
４–

９
０
１
８

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

日
本
に
は
依
然
と
し
て
多
数
の
不
法

滞
在
者
が
存
在
し
、
そ
の
多
く
が
不
法

就
労
に
及
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
る
上
、

そ
の
手
口
は
悪
質
・
巧
妙
化
し
て
い
ま

す
。

【
不
法
滞
在
者
と
は
】

・�

有
効
な
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
た
ず
に
不

法
に
入
国
を
し
た
者

・�

違
法
に
入
国
し
た
後
、
在
留
（
滞
在
）

期
間
を
経
過
し
て
不
法
に
在
留
し
て

い
る
者

※�

正
規
滞
在
者
で
あ
っ
て
も
労
働
が
認

め
ら
れ
て
い
な
い
在
留
資
格
で
働
く

こ
と
は
、
不
法
就
労
活
動
に
な
り
ま

す
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

・�

外
国
人
を
雇
用
す
る
際
は
、パ
ス
ポ
ー

ト
や
在
留
カ
ー
ド
を
確
認
し
て
在
留

資
格
や
在
留
期
限
を
必
ず
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

・�

不
法
滞
在
者
等
の
雇
用
や
援
助
は
、

法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

橿
原
警
察
署

　

☎
２
３–

０
１
１
０

お知らせ
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「
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
」
を

試
験
配
布
し
ま
す

　

村
で
は
、
獣
害
対
策
で
重
要
と
な
る

「
個
体
数
調
整
（
駆
除
）」
と
「
防
除
」
に

つ
い
て
、
地
域
住
民
及
び
村
猟
友
会
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
防
除
」
に
つ
い
て
は
、
獣
害
被
害
が

多
い
地
域
で
は
侵
入
防
止
柵
（
防
護
柵
）

を
設
置
し
、
集
落
診
断
等
の
地
域
住
民

と
連
携
し
た
維
持
管
理
を
断
続
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
防

ぎ
き
れ
な
い
獣
害
被
害
も
発
生
し
て
い

る
た
め
、「
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
」
の
設

置
へ
の
支
援
を
検
討
中
で
す
。

　
「
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
」
の
試
験
配
布

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
指
定
の
調
査
票

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

数
量
限
定
の
試
験
配
布
と
な
る
た
め
、

要
望
い
た
だ
い
た
数
量
を
配
布
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
詳
細
・
様
式
は
こ
ち
ら

　

�https://w
w

w
.asukam

ura.jp/
shigoto_nogyo_w

irem
esh.htm

l

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

観
光
農
林
推
進
課

　

☎
５
４-

９
０
２
０

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
講
座
〉

■
万
葉
集
を
よ
む　
（
無
料
）

　
「
雑ぞ
う

歌か 

芳よ
し

野の

・
山や
ま

背し
ろ
・
摂せ
っ

津つ

の
歌
」（
巻

７
・
１
１
２
５
～
１
１
６
０
番
歌
）

【
日
時
】

　

６
月
21
日
（
水
）

　

14
時
～
15
時
30
分

【
講
師
】

　

阪
口
由
佳
（
当
館
主
任
研
究
員
）

【
定
員
】　

１
５
０
名
（
予
定
） 

※�

会
場
参
加
は
事
前
申
込
不
要
・
オ
ン

ラ
イ
ン
視
聴
の
み
事
前
申
込
が
必
要

〈
イ
ベ
ン
ト
〉

■
万
葉
の
花
を
描
こ
う

【
開
催
日
】　

６
月
10
日
（
土
）

【
料
金
】　

２
０
０
円

【
講
師
】　

服
部
勝
心
氏
（
心
ゑ
流　

こ

こ
ろ
画
講
師
）

■�

万
葉
ク
イ
ズ 

万
葉
の
世
界
で
遊
ぼ
う

（
無
料
）

【
開
催
日
】　

６
月
11
日
（
日
）

■
匠
の
聚
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●
木
で
つ
く
る
ピ
ク
ニ
ッ
ク

【
開
催
日
】　

６
月
24
日
（
土
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

社
会
貢
献
し
ま
せ
ん
か

【
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
】

　

高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
能

力
や
知
識
を
社
会
貢
献
の
た
め
発
揮
で

き
る
場
で
す
。

　

活
動
は
、
午
前
中
の
み
で
す
。

【
会
員
に
な
る
に
は
】

・�

概
ね
60
歳
以
上
で
、
運
営
の
主
旨
に

賛
同
い
た
だ
け
る
方

　
（
40
名
程
度
の
会
員
が
在
籍
中
）

・
年
会
費
は
１
，
２
０
０
円
で
す
。

【
報
酬
（
配
分
金
）
等
】

　

活
動
（
労
働
）
に
応
じ
て
定
期
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

【
怪
我
等
し
た
と
き
は
】

　

シ
ル
バ
ー
保
険
等
で
対
応
し
ま
す
。

【
作
業
内
容
】

　

主
に
草
刈
り
、
庭
木
の
剪
定
、
清
掃
、

家
屋
の
片
付
け
、
家
事
支
援　

等

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

　

明
日
香
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局

　
（
明
日
香
村
大
字
立
部
７
４
５
番
地
）

　

☎
５
４–

５
５
７
０

【
料
金
】　

５
０
０
円

【
講
師
】　

松
本
一
平
氏

※
イ
ベ
ン
ト
各
日
・
随
時
受
付

【
時
間
】　

10
時
30
分
～
正
午　

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

●�

北
村
聡
レ
ク
チ
ャ
ー
＆
コ
ン
サ
ー
ト

「
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
大
解
剖
」

【
日
時
】

　

６
月
25
日
（
日
）

　

13
時
30
分
～
15
時
（
開
場
13
時
）

　

整
理
券
配
布　

当
日
12
時
30
分
～

■
「
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
万
葉 

春
」

　

６
月
25
日
（
日
）
ま
で
開
催
中

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館　

　

☎
５
４–

１
８
５
０

　

https://w
w

w
.m

anyo.jp

【
休
館
日
】

　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

【
開
館
時
間
】

　

10
時
～
17
時
30
分

　
（
入
館
は
17
時
ま
で
）
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主催：明日香村文化協会
①明日香村の歴史探訪　（フィールドワーク）
　『明日香村埋蔵文化財展示室の遺物（遺跡）からひもとく飛鳥の歴史』
　－それぞれの出土地点を訪れ、出土遺物（遺跡）が語りかける歴史的情景を読み解きます－
【講　　　師】　明日香村教育委員会文化財課　　西光　慎治
　　　　　　　　明日香村教育委員会文化財課　　辰巳　俊輔　
【日時・内容】

第１回 １２月　３日（日） １３時～

『飛鳥時代の土管から見えてくる真神原周辺の排水機能とは』
明日香村埋蔵文化財展示室→飛鳥寺周辺
【集合場所】�明日香村埋蔵文化財展示室前・あすか夢の楽市
　　　　　　（飛鳥水落遺跡）

第２回 令和６年
　２月　４日（日） １３時～

『特異性のある石室の出土副葬品から見えてくる歴史的意義とは』
岩屋山古墳→牽牛子塚古墳→真弓鑵子塚古墳
【集合場所】牽牛子塚古墳臨時駐車場

第３回 令和６年
　３月１７日（日） １３時～

『斉明天皇が造りだした石の文化の政治的背景と意味とは』
酒船石遺跡周辺を歩く
【集合場所】県立万葉文化館駐車場（トイレ前付近）

※日程・内容等については変更となる場合があります。

②古文書で読み解く飛鳥
　※今年度は、“西国三十三所名所図会”の飛鳥の箇所を読み解きます。
【講　　　師】　からくりおもちゃ館館長　奈良大学講師　　安田　真紀子　先生
【日時・場所】

第１回 　６月２４日（土）
１３時３０分～１５時 明日香村中央公民館第２回 　８月２６日（土）

第３回 １１月２５日（土）
【申込期限】①②ともに実施日の一週間前
【参 加 費】３回受講：１，０００円　※明日香村文化協会会員は無料（当日徴収）

主催：明日香村文化協会
講　座　名 月 日 曜 時　間 場所 講　師 備　　　考

篆　刻
石に文字を彫ろう

7 1 土
１３時～１７時

中央公民館
喜多　芳邑

・材料費：５００円
・申込締切：６月１５日（木）
・定員：１５名（先着）
※日程の調整あり7 4 火 中央公民館

別館

あすか物語り 7 8 土 １３時～
１４時３０分 中央公民館 石田　誠克

懐かしの歌を歌おう 7 18 火 １３時～１５時 中央公民館 井上　澄子 唱歌・叙情歌などを歌います

切り絵
7 22 土

１３時～１５時 中央公民館 森脇新一郎

・材料費：５００円
・持ち物：筆記用具、はさみ
※�マット・カッターは準備します

が、自分のものがあれば持参して
ください。

7 29 土

絵手紙 8 4 金 　９時３０分～
１１時３０分 中央公民館 愛水　香薫

・材料費：１００円
・�持ち物：描きたい題材（野菜・

花・日用品）
※�絵手紙用の画材や絵の具をお持ち

の場合は持参。ない場合は貸し出
します。

「やきものを楽しむ」 8 27 日 　９時３０分～
１１時００分 中央公民館 脇田　宗孝

・無料　
・�自分が持っているお宝のやきもの

を持ち寄り、その歴史や技法、楽
しみ方を探求します。

【申込期限】夏期講座実施日の１週間前
【参 加 費】５００円※明日香村文化協会会員は無料（当日徴収）
【申し込み・問い合わせ】
　明日香村教育委員会文化財課（土日祝は閉庁）
　〒６３４－０１４２　明日香村大字橘２１番地　☎５４－５６００
※文化財課事務所は新庁舎へ移転しました。
※現時点の予定です。中止・延期の場合は連絡をします。

令和５年度　文化協会文化講座

令和５年度　文化協会夏期講座

募　集
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▲はさ掛けの風景 ▲詳細はこちら

　「日本人の心のふるさと」と讃えられる飛鳥の風土
は、遺跡だけでなく、それをとりまく田園や集落も一
体となって成り立っています。こうした風景は、日々
のくらしのなかで受け継がれてきました。飛鳥の魅力
を下支えしてきたのは、村民の皆様のくらしなのです。
　農作業の風景から日常の何気ない光景まで、多様な

「飛鳥のくらし」を写し取った作品を広く募集・展示し
ます。作品撮影を通して、飛鳥のくらしの魅力を再発
見されてはいかがでしょうか。

【応募締切】　６月３０日（金）必着
【展示期間】　７月１４日（金）～９月１８日（月・祝）
【問い合わせ】　飛鳥資料館　☎５４–３５６１

【日時】　９月２日（土）～９月６日（水）
　　　　９時～１６時

【場所】
　大和高田市文化会館（さざんかホール）
　２階展示ホール

【出品資格者】
　県内在住で昭和４０年４月１日以前に
生まれたアマチュアの方

【出品部門】
　日本画、洋画、書、工芸（手芸）、写真（５
部門）

【出品作品】
　出品者により創作されたもので、１部
門につき１人１点まで
※未発表のものに限る

【出品手数料】
　１点 １，０００円（振込手数料を除く）

【申込締切】　７月２１日（金）
【申し込み・問い合わせ】
　健康づくり課　☎５４–５５５０

作品募集　飛鳥資料館
第14回写真コンテスト「飛鳥のくらし」 第52回シニア県展

ノルディック・ウォーク教室
６月１２日（月）　９時～１１時頃　　石舞台古墳方面へウォーク！
【集合・解散】中央公民館　【参加費】会員無料　非会員村内３００円・村外５００円
【申し込み】当日参加もＯＫです。　　※レンタルポール（１００円）あります。
※当日午前７時の天気予報で奈良県北部午前中の降水確率が５０％以上の時は中止します。

【申し込み・問い合わせ】ＮＰＯ法人楽スポあすか　☎５４－２８１０（平日９時～１７時）  

明日香村主催　トレッキング教室の参加者募集
【第３回６月教室】和泉葛城山（和歌山市）
　○日曜コース・・６月１１日（日）　○火曜コース・・６月１３日（火）
　　８時～１６時３０分頃
　《歩行時間：約６時間　歩行距離：約１０．３㎞　標高差：７５０ｍ》
【行程】��バス・・岸和田市塔原バス停→枇杷平→葛城山（昼食・講習）→ブナ原生林木道散策→
　　　　春日橋→蕎原バス停・・バス
【対象】小学生以上８０歳以下の方。ただし、小学生は保護者同伴に限らせていただきます。
【参加費】各コース１,０００円　【保険料】各回１００円　【定員】各コース１８名
【申し込み】各コースとも６月５日（月）・６月６日（火）に中央公民館へお申し込みください。
　　　　　　※複数名での申し込みは、ご家族に限らせていただきます。

明日香村中央公民館　☎５４－３６３６（平日９時～１７時）

こんにちは「楽
たの

スポ あすか」からのお知らせです！
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「飛鳥・藤原」を世界遺産に！

村民の声を村政に!!
　議会懇談は毎月第３火曜日
に行っていますので、お気軽
にご来庁ください。

問い合わせ 役場議会事務局

電話　54ｰ2107

村 の 人 口
令和５年度　納期限

村県民税第一期

６月３０日（金）

明日香村では、関係団体等のご協力により各種相談窓口を設置しています。
お気軽にご相談ください。

この広報紙は再生紙を使用しております。

６月 の 相 談 日

合　計
5,238人（−15）

世帯数
2,205世帯（−4）

男
2,534人（−9）

女
2,704人（−6）

令和5年5月1日現在　（　）は前月比

内容 日（曜日）・時間 場所 相談内容 相談員 問い合わせ

人権相談
６月１日（木）・
８日（木）

１３時～１５時

中
央
公
民
館

いじめ、体罰、差別や嫌が
らせなどによる人権侵害に
ついての相談

人権擁護
委員

住民課
☎５４−２２８２

行政相談 第３木曜日
１３時～１５時

中
央
公
民
館

年金、登記、窓口サービス
など国や県、村の行政に対
する意見や提案などを随時
お受けします。

行政相談
委員

総務財政課
☎５４−２００１

消費生活
相談

毎週火曜日
（祝日を除く。）
１３時～１６時

中
央
公
民
館

商品の品質やサービスなど
の問い合わせ、契約上のト
ラブル、生活知識など消費
生活にかかわる相談を専門
の相談員がお受けします。

消費生活
相談員

住民課
☎５４－２２８２

心配ごと
相談

第３水曜日
１３時～１５時

健
康
づ
く
り
課

窓
口

職業、健康、教育、結婚な
ど人にはいえない心配ごと
や悩み事の相談
※�前日までに要予約

保健師　等 健康づくり課
☎５４−５５５０

教育相談

毎週火曜日
（祝日を除く。）
１０時～
１７時１５分

教
育
課
窓
口

子育てや家族のことについ
て、またお子さんのことにつ
いて子どもを育てていく上
での悩みや不安などを相談
※�相談日一週間前までに要
予約

臨床
心理士

教育課
☎５４－３６３７

法律相談

第２・３・５
水曜日

１３時～１６時

橿
原
市
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
４
階

（
大
和
八
木
駅
前
）

金銭関係（交通事故等）、不
動産関係（登記等）、家庭
関係（遺産相続等）などの
相談
※２週間前に事前予約必要

弁護士

中南和
法律相談
センター

（奈良弁護士会）
☎０７４２－
　２２－２０３５

第１・３・４・５
火曜日

１３時～１６時

桜
井
市
役
所

１
階

広
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